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論文内容の要旨
本論文は離散型フーリエ変換の算法とその応用に関する研究の結果をまとめたもので， 5 章からな
っている。
第 1 章は序論で，従来この分野で研究されてきた高速フーリエ変換法の概要を示し，本研究との関
連性を述べ，本研究の目的と意義を明らかにするとともにその位置づけを行なっている。
第 2 章では，閉区間 [0 ， 2 nJ で定義された関数X( t)(X(Q)=X(2司)の離散型フーリエ変換を台形
公式にもとづく高速フーリエ変換法によって求める効率のよい計算法を導いている。すなわち，入力
データが実数，エルミート対称，エルミート歪対称のいずれか一つの性質をもっ場合には，演算回数
と記憶語数を従来の方法のきにすることができるピとを示した。よってさらに，入力データが実数で，
かつエルミート対称性あるいはエルミート歪対称性をもっ場合には，演算回数を従来の方法の土に減
ずることができることを明らかにしている。
第 3 章では，開区間 (0 , 2 n) で定義された関数X(t)の離散型フーリエ変換を中点公式にもとづく
高速フーリエ変換法によって求める算法を論じ， X(t)の実数性，対称、性などを用いて第 2 章にわける
と同様に効率のよい計算法を示している。
ただし，第 2 章と第 3 章では入力データを与える X( t)の標本点の個数N はあらかじめきめられたも
のとしている。
第 4 章では，第 2 章と第 3 章の結果を用いて， X(t)のフーリエ係数を高速に求めるだけでなく，所
要の精度に応じて標本点の個数N= 2 n を自動的に決定する算法を提案している。すなわち，従来み
られなかった逐次近似方式の高速フーリエ変換法を導いている。またその応用として，周期間数X(t) 
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を逐次近似方式の高速フーリエ変換法を用いて展開し，その項別積分を行なって， X( t) の積分を所要
の精度で求めうることを示している。
第 5 章では，非周期関数の近似むよび積分の問題は，適当な変数変換によって，周期関数の問題に
帰着できることから，前章までの結果を用いて関数のチェピシェフ級数展開およびその数値積分が高
速かつ高精度で計算可能で、あることを論じ，必ずしも有限で、ない開区間において解析的で，区間の端
点が代数的特異点になっている関数の積分の計算例を示している。
最後に，結論として本論文に記述した研究成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
周波数分析を必要とする工学の諸分野においては，高速フーリエ変換法が有力な計算手法として近
年脚光をあびている。
本論文は，従来の高速フーリエ変換法にくらべて演算回数を数分のーに減少させ，入力データの個
数を半減することのできる効率のよい計算法を確立している。
すなわち，閉区間 (0 , 2 nJ で定義された関数X(t)(X( 0 )=X(2司)の場合は台形公式にもとづく
高速フーリエ変換法を，また開区間 (0 ， 2 n) で定義された関数X( t)の場合は中点公式にもとづく高
速フーリエ変換法を導いている。さらに入力データが実数，エルミート対称，エルミート歪対称のい
ずれか一つの性質をもっ場合には，演算回数と記憶語数を従来の方法のきにできることを明らかにし
ている。したがって，入力データが実数でかつエルミート対称性あるいはエルミート歪対称性をもっ
場合には演算回数が従来の土となり さらに計算時間が短かくなることを示している。
また，台形公式あるいは中点公式にもとづく高速フーリエ変換法を巧みに組合わせて， X( t) の標本
点の個数 N=2 n を所要の精度に応じて自動的に決定する逐次近似方式の高速フーリエ変換法を導い
ている。さらに，この手法を関数近似わよび数値積分の問題に応用し，逐次近似方式の高速フーリエ
変換法がこれらの問題解決の一つの有力な手法であることも示している。
以上のように，本研究は数理工学の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文とし
て価{直あるものと認;める。
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